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　日本共産党の伊藤祐司県議は 12 日、9 月補正予算に対する反対討論を行いました。物価高
騰対策や豚熱対策など緊急に対応が必要な施策には同意するとのべたうえで、県民広場の再
整備とマイナンバーカードの取得促進の 2点について、反対理由を述べました。
　県民広場の再整備（モニュメント撤去）については、他党議員からも一般質問や委員会審
議で、「コロナ禍で大変なときに 4400 万円もかけて急ぐべき事業なのか」「現状でも出来る
ことが多く丁寧に検討すべき」などの意見が出されていました。しかし、本会議できっぱり
反対したのは日本共産党だけ。伊藤氏は、「撤去後にどのように活用するのか、その全体計画
もない中で撤去ばかり急ぐのは、県民の理解を得られない」と厳しく批判しました。
　マイナンバーカードの取得促進について、群馬県の取得率は全国でも下位クラス。「私が本
気で取り組んでこなかったから」と弁明した知事に対して、伊藤氏は、県民が取得をためらっ
ているのは、後を絶たないデジタル情報の漏洩事件や、個人情報がどのように守られるのか
不安を持っているからだと指摘。ポイント贈呈などでなく、カードと政府の信頼を高めるこ
とこそ必要だとのべ、取得率向上に 1千万円もの税金を投入することに反対しました。

　「後期高齢者の医療費窓口負担２割化実施の凍結」を求める請願について伊藤氏は、「物価
高騰に苦しむ庶民、とくに年金以外に生きる手立てのない大多数の高齢者にとって、医療費
の倍増は、受診抑制も懸念される重大な問題だ」と指摘。この県民感情を受け止めるならば、
不採択ではなく、趣旨採択として政府に中止を求めることこそ議会の役割だと主張しました。
　安倍元首相の「国葬」について、県として弔意の強制をしないことを求める請願について、
伊藤氏は、「安倍氏が銃撃によって亡くなられたことは残念であり、哀悼の意を表する」との
べたうえで、岸田総理が「国葬は安倍元総理に国全体として弔意と敬意を表す儀式」と説明
したことに対して「弔意や敬意を表すことを求めるのは、明らかに思想良心の自由を侵害す
るものであり、明確に憲法に違反する」と批判。群馬県知事、議長が、議会日程を変更して
まで県費で国葬に参加。県庁で半旗が掲げられたことは残念だと強調。国民の５割６割が反
対した国葬の強行に抗議する意味で、趣旨採択とすることを求めました。

伊藤議員が討論

県民広場の再整備 今急ぐ必要なし

県 マイナンバーカード取得率向上に躍起

高齢者医療費窓口負担 2 倍化凍結して
「国葬」強行に抗議、知事らの参加残念

請願

（モニュメント撤去に 4400 万円）


